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編 集： 営業部 

当社の従業員 100 数名のうち 20 数名がパート従業員です。製造部

に属し、各種制御装置や配電盤用組込ユニット等製品の組立配線、各

種配電盤の盤内配線など、多岐にわたる製造工程で活躍しており、な

くてはならない存在です。この度、普段は表にでないパート従業員の

紹介を企画しました。第 1 回は、配電向け製品の製造について紹介

します。 

 

装置ごとに 2 名 1 組で担当し、中間製品と呼ばれる各種パーツの

一括製作から、部品の組込・配線まで全ての製作工程に携わります。

パーツはコネクタケーブルが主ですが、ロールから決められた長さ

で電線の切り出し、被覆をはがして圧着やはんだ付けなど、専用工具

を駆使して黙々と作業に取り組んでいます。製作台数が多いときは

力も必要なので一苦労のようです。これらが出来上がるといよいよ

組み立て。ベースに基板・スイッチ等部品の取付け、シリコン塗布、

配線。組立後、導通や目視によりチェックシートの確認項目を埋め、

完成となります。製品にもよりますが約 2週間かけて組み上げます。 

「気を付けていることは？」との問いには「美しくつくること」と

頼もしい答え。手前味噌ですが、まさに NHK の「手仕事にっぽん」

（←古い！）だと感じています。 

こうして完成した製品は、社員による各種試験を経て皆様のもと

へ出荷となります。 

 

 

Q1.入社しての感想は 

・募集では「簡単な軽作業」となっていたのに、当初は研修ばかりで

びっくりしました。でも 1 年経った今ではとても仕事が楽しいです。 

Q2.やりがいを感じることは？ 

・自分のペースで仕事ができ、達成感があります。 

・絶対自分にはできない作業だと思ったけど、先輩からの指導や根気

強く作業を継続したお陰で上達できたとき。 

Q3.一番大変な作業は？ 

・（一同同時に）はんだ付け！ 

Q4.苦労していること・したことは？ 

・圧着資格の社内試験。決まりが多い作業標準の手順通りに進めなけ

ればならず、合格するまでに苦労しました。 

Q5.お客さまの工場見学はどう？ 

・ちょっと緊張します。 

（↑若干無理やり言わせたかも。ですが工場見学の際も気さくに質問

に答えてくれますので優しくお声がけください！） 

 

今回、話を聞いて、皆さんがプライドをもって作業にあたっている

ことがよくわかりました。社員一同、力を合わせて良い製品をお届け

できるよう励んでまいります。 

 仕事と共に「健康」も大切です。私の年齢も満 86 歳になりました。 

私が 82 歳の時、夜 10 時過ぎに突然胸が痛くなり、我慢が出来ず救急

車で総合病院へ向かいました。病院では CT で診てもらいましたが、

対応できなかったため、再度、救急車で先生と共に心臓専門の病院へ

向かいました。 

 病院では、院長先生が手術の準備をして待っておられ、到着後すぐ

に全身麻酔、心臓の手術を実施してくれたそうです。私が朝、麻酔か

ら目が覚めた時には手術も終わり、先生は回診をされていました。 

 このように、深夜も懸命に働く有能な先生方の努力によって、今日

まで命を生かしていただいていることに感謝いっぱいです。同様なこ

とは妻に対しても、何回も昼夜の区別なく御苦労を掛けました。栄養

バランスが整った美味しい食事を作っていただいたことも健康の大

切な要素であったと思います。 

 病院の診療にしても、常日頃当たり前と思っている「電気」・「水道」・

「通信」などの公共事業においても、途切れなく供給してくださる

方々がいるからこそ、私たちの生命が守られていることを感じまし

た。満 86 歳を迎えることができ、改めて深く感謝を申し上げます。 

感謝 相談役 向井 隆 

札幌まつりも終わり、道央圏も初夏から夏の気配が濃くなってま

いりました。当社内においても空調を効かせる日が多くなりました。

暑い夏が近づいてきていることを実感しています。 

さて、最近は札幌近郊や紋別、道南地方等で熊の出没の情報が非常

に多いように感じます。数年前まではこれほど目撃や出没の情報が

多くなかったような気もします。 

水力発電所の取水口や発電所、ダムの下流に設置される放流警報

装置は山間地にあることが多く、作業現場までの移動時や作業実施

時に熊に遭遇する可能性が無いとは言えません。くれぐれも十分注

意し、クマよけスプレーなども準備し行動するようにしてください。 

野外スポーツをするにも良い季節です。夏山登山やジョギング、ハ

イキングなどをする機会も多くなってきます。熊の出没情報を事前

に調べたり、北海道のホームページ等で熊と出会った時の対応を改

めて確認しておくなどして、業務中、業務外にかかわらず、できるだ

け熊と遭遇しないよう注意して行動しましょう。 

この夏も暑くなると思います。熱中症や熱疲労に罹らないように

注意し、この夏を無事故無災害で乗り切りましょう。 

本格的な夏の到来の前に 代表取締役 向井 潔 

縁の下の力持ち！パート従業員の業務紹介 Part1～「配電製品」の製造～ 

SVR 制御装置用の 

製品圧着中 

配線色もこんなに 

あります 

作業紹介 

さ 

一問一答！ 

学んだことを 

ノートに記録！ 

TCL 子局用 

コネクタ圧着中 

 

地中子局装置の 

製品組立後 



2023 年夏季号_7 月 Vol.166 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キビタキ エゾマイマイ ヒトリシズカ(実) コウライテンナンショウ 

(マムシグサ) 
 

ESC の森 Information 
 

現在、配電盤の製造が最盛期を迎

えており、所狭しと並ぶなか、製

造・試験を行っています。今回ご

紹介したパートさんの他、調達部

門のメンバー含めオール ESC で頑

張っています。営業部も負けない

よう頑張って参りますので、引き

続きよろしくお願いいたします。   

営業部 編集担当 

編  集  後  記 

※「ESCの森」とは… 

地球温暖化防止や水源のかん養等を目的に、長沼町(「馬追の名水」付近)にある森林の一部を育て、 

整備しています。動植物の観察やネイチャースキーも楽しめますので、是非お立ち寄りください★ ↑場所はこちら↑ 

「コウライテンナンショウ
(マムシグサ)」とは、サトイ
モ科の多年草で、下部の模様
が蛇のマムシに似ているこ
とから別名「マムシグサ」と
も言われています。有毒なた
め食べないように注意です! 

去る4月21日に安全大会を執り行い、神前安全祈願参拝の後、4年

振りに安全講話を実施しました。今回は、北海道電力ネットワーク

株式会社工務部変電グループのグループリーダー齋藤隆様をお迎え

し、「コミュニケーションについて」講話をいただきました。 

後半は全社で安全運転表彰および安全スローガンの発表、安全ビ

デオの視聴等を行い、改めて安全への取組みについて確認しました。 

今年も全社一丸となり安全作業に務めてまいります。 

2023 年度 安全大会の開催 

○○○○ 

カーボンニュートラル実現への挑戦 ～ ESC の森整備活動記録 ～ 

毎年恒例となる「ESC の森」の整備活動を実施しました。新入社員

や営業部員等、合計 8 名で笹刈りや枝打ち、看板拭き、階段の補修に

取組んだことで、来訪者の方が散策しやすい状態となりました。また、

昨年 2 つの巣箱を設置しましたが、1 つの巣箱が雪の重みで落下して

しまったため、今回は太めの紐で固定し直しました。野鳥たち、そし

て一般利用者の方々も含め、安全に過ごせる環境づくりを目指してい

る「ESC の森」へ是非遊びにいらしてください。 

水力発電所（比羅夫発電所・京極発電所）の見学レポート 

 

ESC Topic／当社の若手社員を連れて 

去る 5 月 29 日、北海道電力(株)倶知安水力センター様(以下、倶

知安水力センター様)にご協力いただき、社内業務が主で現場に行く

機会が少ない開発部員や製造部員、図面や資料作成補助を行う技術

部事務員及び新入社員を対象に水力発電所を見学させていただきま

した。普段、営業事務をしている編集担当の私も興味津々で同行いた

しましたのでレポートいたします。 

最初に、比羅夫発電所にお伺いし、配布資料を見ながら「倶知安水

力センター」の概要をはじめ、北海道電力様の水車の半分以上が「フ

ランシス水車」であること、50Hz の周波数にするために水車の回転

数が決められている等、初めて知ることばかりで学びの時間でした。

また、爆音を轟かせながら回転中の発電機の固定子と主軸、入口弁を

ご紹介いただき、「高い位置から水圧管を通り落下する水の勢いを利

用し、水車を回転させ、その力により発電機で電気が作られる」とい

う仕組みを実際に自分の目で確かめられ、より理解を深めることが

できました。 

京極発電所では、車で山中のトンネル(約 1.5km)を下った先に、地

下とは思えないほどの広い空間が広がっており、大型のクレーンや 

長さ約 100m のケーブル等、全ての装置のサイズが巨大で大変驚きま

した。ESC 製品も多数設置され、稼働している状況を拝見し、喜びを

感じると同時に、責任のある役目を担っていることを実感いたしま

した。参加者一同、熱心に倶知安水力センター様のご説明に耳を傾け

ていました。また、女性事務員が技術部員と共に盤と図面を見比べな

がら、配線の位置を確認している姿に頼もしさを感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、見学のお願いに対し、快くお引き受けいただき、大変素晴

らしい機会を設けていただいた倶知安水力センターの皆さまには紙

面をお借りしまして、心より感謝申し上げます。 

巨大な主軸 盤と図面を見比べる参加メンバー 盤の説明を受ける 

神前安全祈願参拝 

★初めて揚水式という水力発電所の種類を知りましたが、その 

メリットと利用方法に関心を抱きました。 

★普段、目にしている図面や装置がどのように運用されている 

ものなのか、また、水力発電所そのものの仕組みや違い等も 

学ぶことができ、明確なイメージを持って業務を遂行するこ 

とができそうです。 

＊技術部事務員からの感想＊ 

看板拭き中 当社安全管理者からの挨拶 巣箱の再設置 

多数の ESC 製品 


